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ドル・円（１） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪今週は米雇用統計

(７月)を始め、マクロ経済指標が多く

控える。ワクチン接種進展を受けて全

米各地で行動制限の緩和・解除が進ん

でいる状況下、前回の雇用統計計測期

間（6/6～12）終了後の６月１５日にＮＹ州とカリフォルニア州の最大規模の人

口を誇る２州でも行動制限解除が発表されており、雇用が大きく伸びていること

が期待されている。 

変異株による新型コロナの感染拡大は死者数が抑えられているものの、半導体

を中心にサプライチェーン問題が依然深刻化しており、雇用者数に影響を与える

可能性も。８月の月間騰落率は、円高ドル安有利の傾向が強く、チャート上の一

目均衡表の雲の下限と重なる１０９円水準を割り込んでくると、三尊天井（ヘッ

ド＆ショルダー）が意識される≫としたが、先週は、前週までの円高ドル安の流

れを引き継いで始まった。７月の米ＩＳＭ製造業景況感指数は５９．５と前月か

ら 1.1ポイント低下し、市場予想（60.8 程度）も下回った。米商務省が発表し

た６月の建設支出も市場予想以下となり、景気のピークアウト観測が高まった。

米長期金利は一時、前週末比 0.07%低い（債券価格は高い）1.15%を付け、日米

金利差の縮小を手掛かりとした円買い・ドル売りが優勢だった。 

金融緩和の長期化観測もドル売りを誘った。ブレイナードＦＲＢ理事は７月３

０日、足元の雇用水準は目標に「まだ距離がある」と指摘した。テーパリング（量

的緩和の縮小）は、学校の再開などがある９月のデータを待ちたいとの考えを示

した。ミネアポリス連銀のカシュカリ総裁も１日、米メディアで新型コロナウイ

ルスの感染拡大で景気減速が強まる可能性を示唆した。 

 ７月のＡＤＰ全米雇用リポートで、非農業部門の雇用者数（政府部門を除く）

が前月比３３万人増と市場予想（65万 3000 人増）を大幅に下回ったことで、米

金融緩和が長期化するとの見方が強まり、長期金利は低下。円買い・ドル売りが

先行、１０８．６９円（8/4安値）まで続落したが、７月の米サプライマネジメ

ント協会（ISM）非製造業景況感指数が大きく上昇し、米景気の回復が鈍化する

との懸念がやや和らぎ、円売り・ドル買いが優勢に。７月の米雇用統計を６日に

控え、週末にかけて、ポジションの巻き戻しが進んだ。 
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ドル・円（２） 

【週末のＮＹ市場】 

週末のドル円は、７月の米雇用統

計で雇用者数が市場予想以上に増え、

景気減速懸念の後退や米長期金利上

昇を受け、円を含む幅広い通貨に対

してドルが買われた。 

雇用統計では景気動向を映す非農

業部門雇用者数が前月比９４万３０００人増と市場予想（84万 5000人増）を上

回った。６月分も９３万８０００人増に上方修正された。失業率は５．４％と６

月から０．５ポイント低下し、市場予想（5.7%）を下回った。 

米債券市場では米長期金利が前日比 0.08%高い 1.30%に上昇し、日米金利差が

拡大したことも円売り・ドル買いを誘った。 

ユーロは対ドルで 4日続落し、前日比 0.0070ドル安い 1ユーロ=1.1755～65

ドルで終えた。米雇用統計の改善と米長期金利上昇を受け、ユーロ売り・ドル買

いが優勢だった。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/3現在）は、５５,１９０枚の売り越し。前週（５９,９

３４枚の売り越し）から拡大。 

 

ＮＹダウは続伸した。前日比１４４

ドル２６セント高の３万５２０８ド

ル５１セントで終え、過去最高値更新。

米雇用統計で雇用者数が市場予想以

上に増え、米経済の回復が続いている

との見方から景気敏感株が買われた。 

 

ナスダック総合株価指数は小幅反

落し、前日比 59.355 ポイント安い 1万 4835.762 で終えた。 

 

Ｓ＆Ｐ５００は続伸。前日比 7.42ポイント高の 4436.52で終え、連日で過去

最高値を更新。 
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ドル・円（３） 

【今週見通し・戦略】 

７月の雇用統計は、非農業部門

雇用者数が前月比９４万３００

０人増加。前月の９３万８０００

人に続く伸びとなり、サービス業

の労働需要が高まる中、米経済が

力強い勢いを保ったまま下半期に

入ったことが確認された。 

ＡＤＰ雇用統計が弱気であった

反動もあり、強気の雇用統計を受

けてドルが大きく上昇。クラリダ

ＦＲＢ副議長とサンフランシスコ

地区連銀のデイリー総裁は最近の

発言で、テーパリング（量的緩和

縮小）の準備を進めていることを

示唆したが、今回の雇用統計が予

想を上回ったことで、「９月ＦＯ

ＭＣで資産購入ペース縮小開始の

可能性をアナウンスし、年末か来

年初の開始」というシナリオが再び、意識され始めてきた。 

ただ、ジャクソンホール経済シンポジウム（8/26-27）まで、雇用統計の流れ

が継続するか否かは不透明。雇用がパンデミック前の水準に遠く及ばない状況の

中で、感染も再拡大しており、労働市場の回復は想定よりも鈍くなるのではとの

不安もある中、ＦＲＢも当初よりは慎重になっている。米労働市場への復帰は想

定以上に時間がかかる可能性も留意され、ＦＲＢの正常化も一定程度の時間がか

かることが見込まれる。 

米国のテーパリング開始期待が広がる中、雇用と並んでカギを握る米消費者物

価指数（ＣＰＩ）、米７月財政収支、生産者物価指数、輸入価格指数、ミシガン

大学消費者信頼感指数も注目。ジャクソンホール経済シンポジウムで、パウエル

ＦＲＢ議長が講演に向けて、ＦＯＭＣメンバーである米地区連銀総裁の講演も注

目。 
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金標準先物（8/6 清算値：６,３５９円）（１） 

【前週レビュー】 

先週レポートで≪ＮＹ金は、２００

日移動平均線を一時回復したものの、

週末段階では維持できず。５２週移動

平均線も回復できなかった。ＪＰＸ金

は、２００日移動平均線・５２週移動

平均線共に上抜いているものの、マザ

ーマーケットであるＮＹ市場がこれ

らを上抜いてこないと、東京市場も単

独では上げ難い。 

一方、内外共に、５２週移動平均線を上抜いてくると、８月相場は、より強気

感が増す。８月の月間騰落傾向を振り返ると、５分５分であるものの、直近の１

０年間は買い有利の時間帯でもある。 

ジャクソンホールを睨みながら、保合いで日柄を稼ぎ、上放れがメインシナリ

オ。 

パウエルＦＲＢ議長は記者会見で、ジャクソンホールシンポジウムに向け、講

演原稿を執筆中と明らかにしたことで、これまで以上にジャクソンホールへ市場

の関心は向いていく。ジャクソンホールや、９月のＦＯＭＣでテーパリングへの

道筋を示し、１１月ＦＯＭＣでテーパリング告知、１２月ＦＯＭＣでテーパリン

グ決定、２０２２年１月テーパリング開始、２０２３年３Ｑで利上げと言うスケ

ジュール感にズレが生じるか否かが今後の焦点。８月に期限を迎える米債務上限

問題の行方にも注意を払いたい。更に、英国防省は、イスラエル企業が運航する

石油タンカー「マーサー・ストリート」がオマーン沖で攻撃された。イスラエル

はイランを非難。イラン国営メディアは、今回の攻撃について、イスラエルが

7/19-22 日にシリアのシーア系民兵団の施設（軍事空港）を攻撃したことへの報

復であると報じた。中東情勢の急変にも要注意≫としたが、先週のＮＹ金（１２

月限）は、強弱マチマチな米マクロ経済指標を受けてアップダウンしたものの、

週末に雇用統計を控え、狭いレンジ相場が継続した。 
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金標準先物（8/6 清算値：６,３５９円）（２） 

【週末のＮＹ市場】 

週末のＮＹ金（１２月限）は、大

幅続落。予想以上の米雇用統計をき

っかけに急落。非農業部門雇用者数

が９４万３０００人増加し、事前予

想の８７万人増を上回った。失業率

は５．４％と前月の５．９％から低

下。米国債の利回りが上昇し、ドル

高に振れた事が嫌気された。複数の支持線を割り込み、テクニカル要因の売りか

ら６月３０日以来の安値１７５９．５ドルを付けた。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/3現在）は、１９６,３３５枚の買い越し。前週（１９

９,３８８枚の買い越し）から縮小。 

 

【今週見通し・戦略（1）】 

週足・一目均衡表の雲の下限と重な

る三角保合い下限を維持できるか否

かが焦点。 

米連邦政府の債務に対する法定上

限の適用停止が７月末で期限を迎え、

８月から復活。米政府は、一部の投資

や証券発行を停止するなどの緊急措

置を用いることで、１０月まで資金を

やりくりできる見通しだが、米議会予

算局（ＣＢＯ）は７月２１日、議会が

対策を講じなければ１０月にも資金

が枯渇し、債務不履行（デフォルト）

につながると警告。イエレン財務長官

は「８月の議会の休会の終了後、すぐ

に現金や臨時措置が尽きるシナリオ

もある」と危機感を示している。上院

は８月９日～９月１２日まで休会予定。 
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金標準先物（8/6 清算値：６,３５９円）（３） 

【今週見通し・戦略（2）】 

過去、債務上限が材料となったの

は、２０１１年、２０１３年、２０

１５年。２０１１年は８月２日に債

務上限引き上げに関する法案がギリ

ギリで成立したものの、スタンダー

ド・アンド・プアーズ（S＆P）が８

月５日に米国債の格下げを発表。マ

ーケットは大混乱した。 

米債務上限については、いわゆる

「引き上げ」（２０１１年８月）以

外にも、「適用停止」（２０１３年

１０月、２０１５年１１月）や、「暫

定延長」、財務省による「特例措置」

という手法があり、政府機関の閉鎖

はあっても、米国債が債務不履行（デ

フォルト）に陥るリスクは低いが、

超党派のインフラ投資計画も控え、

日程はタイト。 

最終的には与野党の合意で決着が付くと言うのが市場コンセンサスだが、一時

的な空白期間が生じたり、２０１１年の際も、債務上限の引き上げが決まった後

に、米国債の格下げが発表されており、米債務問題には注意を払いたい。 

債務が拡大している米ドル離れの流れは世界的に継続しており、８月のドル円

の月間騰落傾向も円高ドル安傾向が強い。金価格は、強気の雇用統計を受けて、

急落したものの、中央銀行の金買いも、再び増加傾向に戻っている。基軸通貨ド

ルの立ち位置がすぐに消えることなどないものの、圧倒的に強かった米国やドル

の時代は過去のものだ。９月１１日に米軍のアフガニスタン完全撤退が決まって

おり、国際秩序再編の不透明感が強まる中、安全資産としての金買いは継続する

と思われる。短期筋によるリスク回避等に伴う金の安値は、中長期的な買い場を

提供することになると考える。ＮＹが終値ベースで３月安値を維持する間は、安

値売込みは避けたい。 
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白金先物（8/6 清算値：３,５５３円） 

【前週レビュー】 

先週レポートで≪個人消費が堅調で

自動車販売も増加したが、半導体不足

を受けて自動車生産が減少しており、

触媒需要伸び悩みが懸念される。半導

体不足が解消するのは２０２２年第１

四半期とみられている。 

景気回復見通しを受けて安値拾いの

買いが入るとみられるが、上値は重い印象。２月高値を起点とした下降チャネル

継続≫としたが、先週のＮＹ白金（７月限）は、米金融当局者のタカ派発言によ

るドル高などを受けて軟調となった。また新型コロナウイルスのデルタ株の感染

拡大による景気の先行き懸念も圧迫要因になった。東南アジアで７月の企業活動

が急速に落ち込んだ。タイではトヨタ自動車が７月に入って部品不足を理由に、

現地工場３カ所の操業を停止。 

 

週末のＮＹ白金（１０月限）は、続落。９９６．８ドルまで戻したのち、予想

以上の米雇用統計によるドル高を受けて戻りを売られた。時間外取引の安値を割

り込むと、昨年１１月以来の安値９６８．７ドルを付けた。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/3現在）は、８,８０４枚の買い越し。前週（１１,７９

５枚の買い越し）から縮小。 

 

【今週見通し・戦略】 

８月５日、バイデン大統領が、２０３０年にはアメリカの新車販売の５０％を

電気自動車などにする目標を発表。大統領令に署名した。ＥＵでは既に「２０３

５年までにエンジン車新車販売禁止」の方針を打ち出しており、米国でも２０３

０年には５０％をゼロエミッション車とする目標が明確になったことで、急速に

電気自動車へシフトする「世界の流れ」加速する可能性。 

２０２０年３月安値～２０２１年２月高値までの上昇に対する半値押しは９

４３．３ドル。６１．８％押しは８６１．３ドル。大きく突っ込めば自律反発狙

いの買いは入りそうだが、長期的な需給見通しは弱気で、戻り売り圧力も強そう。 

ＪＰＸは、価格帯別出来高の厚い心理的節目３０００円が下値支持。 
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ＣＸ週間展望（８月９日～）           調査課 菊川 弘之 

                      

ゴムＲＳＳ３（8/6 清算値：２１９．９円） 

【先週レビュー】  

先週レポートで≪６月２５日

高値～７月１５日安値までの下

げ幅に対する３８．２％戻しを達

成。半値戻しは２２４．７円。６

１．８％戻しは２２９．２円。中

国による商品・金融市場に対する

規制の動き次第で、アップダウン

しそう。季節傾向では、８月も月

間では売り優勢な時間帯≫としたが、先週のＲＳＳ３号は、ダバウルボトムのネ

ックラインや、三角保合い上限水準での保合いとなった。 

下値は固いものの、中国当局による商品価格の抑制の動きや、新型コロナウイ

ルスのデルタ株の感染拡大が続く中、日本の３連休を控え、上値も抑えられた。 

 

【今週見通し・戦略】 

世界最大の生産国タイでは、４

日発表された新規感染者が２万

２００人と初めて２万人を超え、

死者も１８８人となった。バンコ

クで夜間外出が原則禁止となっ

ているが、効果は見えてこない。

第２位の生産国インドネシアで

は、４日、新型コロナウイルスに

感染して死亡した人は累計で１

０万６３６人となり、１０万人を超えた。また、第３位の生産国マレーシアでも、

４日の新たな感染者が１万９８１９人に２万人に迫っており、ムヒディン首相は、

コロナ失政の責を問われ、辞任要求の動きが出ている。 

新型コロナウイルスによる供給障害が意識されると、戻りの限度を試す流れも

予想されるが、季節的には戻り売り有利な時間帯で、当先のサヤも１０円前後の

順ザヤとなっており、中期的な鞘滑りが意識されやすい地合い。 
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ＣＸ週間展望（８月９日～）           調査課 菊川 弘之 

                      

一般大豆先物（8/6 清算値：64,000 円） 
【先週レビュー】  

先週レポートで≪７月需給報告では

２１／２年度の単収は据え置かれたが、

これまでの作柄を見る限り、８月需給

報告で引き下げられてもおかしくはな

い。８月の天候次第では、上値リスク

残る時間帯≫としたが、先週のシカゴ

大豆（１１月限）は、８月１日時点に

おける米産地の作柄が、「良」以上の

比率が前週の５８％から６０％に引き上げられた事から、戻りは売られた。 

 

週末のシカゴ大豆（１１月限）は、上昇。中国向けの大口成約が買い支援要因

となった。また、米産地では来週以降、気温が上昇する見通しとなっていること

で作柄悪化が警戒されていること、１２日に米農務省（ＵＳＤＡ）需給報告を控

えて玉整理のための買い戻しが見られたことが価格を押し上げた。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/3現在）は、１１５,８０３枚の買い越し。前週（１２

５,６６１枚の買い越し）から縮小。 

 

【週間純輸出制約高（７月２２日までの一週間）】 

大豆：２３万３５００トン（事前予想レンジ：１０万～９５万トン） 

 

【週間作物進度報告（８月１日までの週）】 

着さや：５８％（前週４２％、前年５７％、平年５２％） 

「良」以上：６０％（前週５８％ 前年７３％） 

「劣」以下：１２％（前週１２％ 前年 ６％） 

 

【今週の見通し・戦略】 

米農務省需給報告では、イールド（単収）は１６／１７年度に次ぐ過去２番目

に高い５０．８Ｂｕに据え置かれているが、いずれ下方修正される可能性は高く、

期末在庫率の危機的水準を考慮すると、１３００㌣割れは買い拾われやすい。三

角保合い放れ待ち。 
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ＣＸ週間展望（８月９日～）           調査課 菊川 弘之 

                      

とうもろこし先物（8/6 清算値：３４,２００円） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪１２日の需給報告、

１６～１９日開催のプロファーマーの

産地視察ツアー報告を見極めながら放

れ待ち≫としたが、先週のシカゴは、

米農務省需給報告を控える中、小麦の

大幅高につれ高となる場面もあったが、

５５０セントを挟んだ保合いで、方向

性を欠く展開。米国産コーンの１日時点での作柄報告で「良」以上が６２％とな

り、前週から２ポイント（２％）低下、「劣」以下が１１％で前週から１ポイン

ト低下となり、作柄の悪化が示されたが、米中西部産地が高温乾燥にならず、５

６０セント台では買いは続かず、上値も抑えられた。 

 

週末のシカゴコーン（１２月限）は、続伸。米農務省需給報告を控えて玉整理

基調が強まる中、作柄低迷を受けたイールド引き下げ観測も浮上したことが買い

を支援した。また、米産地で翌週には気温が上昇するとの予測も強材料視された。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/3現在）は、３１８,０４３枚の買い越し。前週（３０

６,６７７枚の買い越し）から縮小。 

 

【週間純輸出制約高（７月２２日までの一週間）】 

コーン：４１万４１００トン（事前予想レンジ： ５万～９０万トン） 

 

【週間作物進度報告（８月１日までの週）】 

ドウ 率：３８％（前週１８％   前年３７％ 平年３３％） 

「良」以上：６２％（前週 ６４％ 前年７２％） 

「劣」以下：１１％（前週 １０％ 前年 ７％） 

 

【今週の見通し・戦略】 

需給報告では生産高、単収、期末在庫が下方修正される可能性もあるが、徐々

に秋の収穫期の下げ圧力も意識される時間帯へ向かう。５５０㌣を中心とした三

角保合い放れ待ち。 
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東京原油（１） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪～前略）。季節的

には、原油市場は夏高の後、需要の端

境に当たる秋には下落傾向を辿るケ

ースが多いが、ハリケーン以外に中東

リスクと言う新たな火種も浮上して

きた≫としたが、先週のＮＹ原油（９

月限）は、世界的に新型コロナウイルスのデルタ株が流行していることや、中国・

財新製造業ＰＭＩや同月の米ＩＳＭ製造業景気指数が低下したことなどが上値

を抑えて始まった。またロイターの調査で、７月のＯＰＥＣの石油生産量が２０

２０年４月以来の高水準だったことが判明したことも相場の重しとなった。 

 米ＡＤＰ全米雇用リポートで、非農業部門の雇用者数（政府部門を除く）が前

月比３３万人増にとどまり、６月実績（６８万人増）や市場予想（６５万３００

０人増）を大幅に下回った。雇用回復の遅れが米景気減速・原油需要低下を意識

させた。 

米エネルギー情報局（ＥＩＡ）週間在庫統計で、原油在庫が減少を見込んだ市

場予想に反して増えたことも一因。米国の経済活動の再開で需要が増えるとの観

測が相場を支えてきただけに、売り要因となった。 

ただし、在庫減少は輸出減少が背景。製油所稼働率は９１．３％と最近の高水

準を維持しており、原油消費量は下振れしていない。石油製品需要は２週連続で

日量２１００万バレル超と、依然として堅調だった。 

 中東情勢がやや緊迫化していることは支援要因だが、現段階では大きく材料視

されていない。 

 

【石油掘削リグ稼働数（米石油サービス会社ベーカー・ヒューズ）】 

米石油サービス会社ベーカー・ヒューズが６日公表した統計によると、同日ま

での１週間の国内石油掘削リグの稼働数は、前週比２基増の３８７基。 

天然ガス掘削リグの稼働数は前週と変わらず１０３基。週間ベースでの増加は、

過去６週で５回目。 
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東京原油（２） 

【週末のＮＹ市場】 

ＮＹ原油（９月限）は、反落した。

イスラエルのレバノン空爆による中

東情勢に対する懸念に加えて、6日朝

発表の 7月の米雇用統計で非農業部門

雇用者数は前月比で市場予想を上回

って増え、６月分も上方修正され、米労働市場の力強い回復を示したとして、原

油需要の増加を見込んだ買いが先行したが、外国為替市場でドルが対主要通貨で

上昇すると、次第に売りに押された。新型コロナのインド型（デルタ型）の感染

の広がりが世界で鮮明になっていることも一因。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/3現在）は、４３０,５２７枚の買い越し。前週（４４

９,７６４枚の買い越し）から縮小。 

 

【原油相場見通し】 

アフガニスタンの首都カブールで６日、メディア・情報センターの所長が銃撃

され、死亡。所長はガニ大統領の副報道官も務めた高官。反政府勢力タリバンの

広報担当者が「特別攻撃により罰を与えた」と犯行を認めている。 

また、イランでは３日、反米保守強硬派のライシ師が大統領に就任。イランの

支援を受けるイスラム教シーア派武装組織ヒズボラがイスラエルに対して４日、

ロケット弾１０発以上を発射。イスラエル軍はレバノン南部の発射地点に報復攻

撃を加えるなど、９．１１の米軍のアフガニスタン完全撤退に向けて、中東の緊

張が高まっている。これまでイスラエルがシリアを攻撃しても黙認していたロシ

アも、バイデン政権になって米国が中東からの撤退色を強めていることで姿勢を

変え始めている。米国はイランの協力を得ないとアフガニスタンの安定ができな

いことや、今年、中国との原油長期契約も結んだことなどを考慮して、イランの

ハーメネイ最高指導者は、核開発合意復帰を急がず、核開発を着々と進める方針

としたかもしれない。 

先進国でのワクチン接種の進展に伴い、原油需要増加期待が高まる中、供給障

害を伴う地政学リスクが発生する可能性があることや、ハリケーンリスクなどを

考慮すると、原油市場の高止まりは継続見通し。 

 



-――――――――――――――――――――――――――――――――-――――――――――――――――――――  

-当資料は情報提供を目的としており、当社取り扱い商品に係わる売買を勧誘するものではありません。内容は正確性、

完全性に万全を期してはおりますが、これを保証するものではありません。また、当資料により生じた、いかなる損失・

損害についても当社は責任を負いません。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願いいたします。

当資料の一切の権利は日産証券株式会社に帰属しており、無断での複製、転送、転載を禁じます。 

日産証券株式会社 

13 

２０２１年８月９日（月） 

Weekly-Report           
ＣＸ週間展望（８月９日～）           調査課 菊川 弘之 

                      

東京原油（３） 

【ＥＩＡ米週間在庫（エネルギー情報局）】 

                           前週比 

原油    ４億３９２３万バレル     ３６２万７０００バレル増加 

クッシング   ３４９０万バレル      ５４万３０００バレル減少 

ガソリン  ２億２８８７万バレル     ５２９万１０００バレル減少 

留出油   １億３８７４万バレル      ３８万２０００バレル減少 

 

 

 

【石油連盟週報】 

石油連盟週報（７月２５日～７月３１日）によると、ガソリンの週末在庫は、

前週比３．３％減の２０３万０４９８キロリットル。灯油在庫は、同４．９％増

の２００万０７６９キロリットル。週間原油処理量は、同５．８％増の２７４万

５１７４キロリットル。推定出荷量は、ガソリンが、同５．９％減の９１万９２

５６キロリットル、灯油が、同２３．０％増の４万７２７７キロリットル。 
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【週間行事予定（8/9～8/15】 

（※）発表日時は日本時間 

発表日時は作成段階のものであり、予告なしに変更される場合があります。 
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【騰落率（月間・週間）】 

 

 



【留意事項】 

弊社が取り扱っている金融商品等にご投資いただく際には、各商品等に所定の手数料や諸

経費等をご負担いただく場合があります。また、各商品等には価格の変動等により損失を生

じる恐れがあります。商品や取引によっては、投資元本を超える損失が発生することがあり

ます。各商品等ごとに手数料等及びリスクは異なりますので、各商品等へのご投資にかかる

手数料等及びリスクについては、当該金融商品等の取引概要やリスク説明等、契約締結前交

付書面、目論見書、お客様向け資料等を十分にご確認ください。 

 

＜商号等＞ 日産証券株式会社（〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 1-38-11） 

関東財務局長（金商）第 131 号 金融商品取引業者 商品先物取引業者 

＜加入協会＞ 日本証券業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人金融先物取引業協会 

 

 

 

当資料は情報提供を目的としており、弊社取扱商品に係る売買を勧誘するものではありま

せん。内容は、正確性、完全性に万全を期してはおりますが、これを保証するものではあり

ません。また、当資料により生じた、いかなる損失・損害についても当社は責任を負いませ

ん。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願い致します。 


